






























読書j と呼ばれ、略して f朝読書j とも呼ばれる。朝の読書の方法として、 f轄の読書の 4
原員IJJ (みんなでやる、毎日やる、好きな本でよい、ただ読むだけ)が知られている II。現






































つの項目として紹介している図書には、 『子どもを本好きにする読書指導 50 のコツ~ 8)、





































(1) ~戟の読書実践ガイドブック] (③1997) (文献1)
1)概要


































































































(4) W心を育てる郭の読書』第2部第 1章(⑥1999) (文献4)
























第二に、最初に、「ア. 静寂と集中の時間の権保j が置かれ、文献 1のイの説明の「静
かにj の意味が掘り下げられている G これによって、読書の持つ f静寂と集中j という本
質的な特徴が明確にされている。他方、「ウ.本を読む能力の伸長jは、説明に新しい内容
を加えた上で、 l番目から 3番目に移っている。







. rエ.学力の向上j では、文献1のエの見出しの「言語能力j が「学力j に変わり、「言
語能力j は、見出しから説明に移っている。
・オ、カ、キは文献 1とほぼ向じである。












(6) W載の読書ーその理論と実践~ (@2007) (文献6)


















































































































3) r r朝読運動J活性化探るJW中国新開j]2009年9月 13日 塩見孫子広島県立広島皆実高校教諭の話
「朝読が風化しつつあるとの危機感がある。J
? ? ?
4)薬袋秀樹「載の読書にどう患り組むか一基本文献と具体的な指針J (W教職研修~ 35 (6)、pp.94-97、
2007) 
5)薬袋秀樹「較の読書にどう取り組むか(3)ー 具棒的な指針の解説①@③J(W教職研諺~ 35 (8)、pp.98-
101、2007) (W教職研修~ 35 (9)、pp.98-101、2007) CW教職研蔭~ 35 (10)、pp.96-99、2007)
6)薬袋秀樹「朝の読警にどう取り組むか(2)一実践報告の活用J(W教職研修~ 35 (7)、pp.94-97、2007)
7)薬袋秀樹「朝の読撃に関する雑誌記事の分析一戦の読惑に関する議論の変避と特散-JW日本生涯教
育学会第 29 回大会発表要旨集銭~ p.17、訪問)
8) 山崎博敏編著 F学力を高める f朝の読書J~ メディアパノレ、 2008、 79p.
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